
令和３年度 農業科のまとめ（活動の記録） 

【喜多方市立慶徳小学校】 

１ 各学年の活動状況  

〇 ３年・：じゃがいもの栽培：親玉植え（４月下旬）、収穫）（１０月上旬）  

 じゃがいもの親玉を植えた時、そこから芽が出て、葉がつ  

いて大きく育ち、そして、土の下にじゃがいもがたくさん実  

をつけていた姿を想像した児童はいなかった。「なぜ食べ物  

から芽が出て、またじゃがいもができたのか。」疑問につつ  

まれた収穫の時間であった。土をきれいにはらって茹でて食  

べた時、児童のとても満足した笑顔が印象的であった。  

児童にとっては、農業の凄さや不思議さを感じることがで  

 きた授業であった。  

 

〇 ４年生・枝豆の栽培：種植え（５月中旬）、収穫（９月下旬）  

・ニンジンの栽培：種まき（８月中旬）収穫（１０月下旬）  

枝豆の栽培は、種植えから始まった。１５センチほどの間を  

とって、枝豆が大きく育つように願いながら児童は丁寧に作業

を続けた。２週間ほどで芽が出てきた。大きな双葉が顔をのぞ

かせた。天気のいい日が続くと自分から進んで、児童は水やり

を行うことができた。  

９月に収穫を行った時は、大きく伸びた枝や葉からのぞく枝

豆の実がたくさんあった。葉を落とした、その翌日いよいよ実

を摘み、選別をした。中には虫に食べられているものや実の中

身が無いものもあった。全部を茹でて学校の全学年に配り食べ

てもらった。下級生から「美味しかったよ、ありがとう。」と

お礼を言われて嬉しそうな表情を浮かべていた。  

ニンジンの種は薄く小さく、本当にここからニンジンの芽がでてくるのか、児童は心配

していた。しかし、それから１０日ほどで芽が出てくると、児童は驚きを隠せなかった。

 水をあげ、成長を観察すると、あっという間に茎がのびて葉もたくさん生えてきた。成

長のスピードは枝豆よりも速かった。１０月下旬に収穫感謝祭で食材として使用するため

に収穫した。茎の根元をもって持ち上げた先には、オレンジ色の鮮やかなニンジンの実が

ついていた。そんなには大きくなかったが、カレーに入れるには丁度いい大きさに育って

いた。収穫感謝祭に食べたニンジンはとても美味しかった。  

  

〇 ５、６年生・稲作：５月３１日（田植え）、９月１１日（稲穂の成長観察）  

             ９月１７日（草取り）、１０月 ５日（稲刈り）  

・玉ネギの栽培：７月３日（収穫）、１１月５日（種まき）  

稲作の栽培は２年目となる６年生。田植えも上手に行う

ことができた。また、草取りでも大きなヒエを何本も手で  

持って、引き抜く児童がいて、頼もしく感じられた。稲刈  

りでは、鎌で穂を刈り終えた後、コンバインに乗せてもら  

い、稲刈り体験ができた。児童にとっては大変貴重な時間  

となった。  

 

玉ネギの栽培では、農業科支援員の方から、慶徳玉ネギ  

の歴史について説明を聞き、地元に根付いた特産物の重み  

を感じることができた。取れたての慶徳玉ネギは、普通の  

玉ネギよりも甘く、みずみずしく、初めて生の玉ネギをか  

じって食べた児童は、驚くとともに、あまりのおいしさに  

満足した様子であった。  

    

 



 

 

 

 


